最初 ほど は 検事が 頻々 と 控訴し なくなりました。 

が、 時々 は、 若 杉さん に対して、 課 刑が 寛大に 失す 

ると いう 非難がないでも ありませんでした。 そうした 

非難 をす る 人で も、 若 杉 裁判長の 人格の 底 深く 植えつ 

けられた 信念の 力強 さ を 知る と、 いつの 間に か、 そう 

した 非難 を 忘れる ともなく、 捨てて しまうよ うでした _ 

若 杉 裁判長が、 いかにも 人情 を嚙み 分けた、 同情の 

あ-^ - 

溢る るよう な 判決 を 被告に 下した 実例 は 数え 切れな い 

ほうとうぶ ら い 

ほどあります。 放蕩 無頼の 兄が、 父に たびたび 無心 を 

した 揚げ句、 父が 応ぜぬ の を 憤って、 棍棒 を 振って、 

打って かかった の を 居 合せた 弟が 見る に 見兼ね、 棍棒 



い 峻厳な 論告 をした 時、 どうしても、 心のう ちで 首肯 

する ことができませんでした。 

弁護士の 熱烈な 弁護 をき かない 前から、 執行猶予 を 

与える という こと は、 裁判長の 肚の 中で は、 もうき ま つ 

ていたら しいです。 弁護士 は、 二 時間に 近い ほどの 雄 

弁 を 振い ました。 弁護士の 弁護の 力点 はなんでも、 こ 

の 少年の 犯罪 は、 これ 少年 自身の 罪に あらず して、 社 

会の 罪で ある。 換言すれば、 教育家と 活動写真との 罪 

であると いった ふうな 主旨でした。 が、 実際 裁判官の 

眼下に、 蒼くな つて、 神妙に 控えて いる 少年 を 見た 時 

は、 誰でも 隣^の 晴 を B さずに は、 いられません でし 
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